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■尾花沢地区下部工工事
（尾花沢新庄道路）
■請負者：(株)新庄砕石工業所
■工期：H22年3月～H23年3月（予定）

本工事では、尾花沢新庄道路延伸工事の一環で
（仮称）野黒沢高架橋（長さ約６００ｍ）の下部工を
４つの区間にわけた、その南側の工事箇所です。

←左図の青で囲んだ箇所のＡ１、Ｐ１、Ｐ２、Ｐ３
の橋台、橋脚と仮橋を造っています。

鋼矢板とは？

打ち込み中の鋼矢板

鋼矢板 ■材質 鉄 ■長さ ２１．５ｍ
■重さ １ｍあたり７６．１ｋｇ

２１．５ｍ→１，６３６ｋｇ（１．６トン）

打ち込み終え
た鋼矢板です。

こうやいた

鋼矢板の役割
①工事の妨げになる水の浸入を防ぎます。
②掘削時に脇の土が崩れないようにします。

こちらの尾花沢地区下部工工事の現場は川の隣に橋
脚を造っていくため、水の浸入を防いだり、掘削の時に
脇の土が崩れないように鋼矢板と呼ばれる鉄の板を打
ち込んで工事を進めていきます。

これまで紹介してきた工事現場でも鋼矢板は使われて
いましたが、今回は他の工事で使用したものよりも長い、
21.5ｍある鋼矢板を使用しています。
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長い鋼矢板を使っての
工事を紹介します



トレーラーで、鋼矢板が運ばれてきました。
クレーンで慎重に現場に搬入します。

鋼矢板到着！！
２１．５ｍの鋼矢板では公道を運搬できないた
め１１．５ｍと１０ｍのものに分けて運びました。

１ ２

鋼矢板の溶接中！

１１．５ｍの鋼矢板と、 １０ｍの鋼矢板を

現場で溶接して繋げ２１．５ｍの鋼矢板を
造ります。

鋼矢板の溶接が終わった
ら、鋼矢板を打ち込むた
めのウォータージェットカッ
ターを鋼矢板に取り付け
ます。（今回の現場では、
地盤が固くそのままでは
鋼矢板が打ち込めないた
めウォータージェットカッ
ターを使用します。）その
後、クレーンでバイブロハ
ンマを吊り、さらにバイブ
ロハンマで鋼矢板を挟み
込みます。

バイブロハンマで
鋼矢板を挟み込ん
で打ち込みます。
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■発電機■
バイブロハンマを動かす為の
電気を供給する機械。

■バイブロハンマ■
振動を与えながら矢
板を打ち込む機械。

■クローラクレーン■
資材の吊り上げや、移動を行う機
械です。今回の工事では最大６５
トンの重さのものを吊り上げるク
レーンを使用。

■ウォータージェットユニット■
水を高圧で送り出す機械。

鋼矢板

７トン
の重さ

鋼矢板の先端にウォー
タージェットカッターを取り
付けます。

■作業指揮者■

バイブロハンマ操作や、
ウォータージェットカッター
の水圧調整の指示など、作
業全体の指揮を行います。

操作盤→



５ ６ あと少しで打
ち込み終了！

■矢板の打ち込み
※ウォータージェットカッターとい
う機械を使って１日に５～６枚平
均で打ち込みます。
固い岩盤があったりする時は、
１日に３枚しか打ち込めないとい
う日もあります。
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尾花沢下部工工事アルバム

バイブロハンマの振動とウォー
タージェットカッターを使い鋼矢

板を打ち込みます！

７／１３ ８／２

１０／１８ １１／２６ １２／１４

■ウォータージェットカッターから高圧力水を噴射しながら、振動
を与えて鋼矢板を打ち込みます。１分間で最大９００㍑の水を噴
出させることが出来ます。
■メリット
①地盤への影響が少なく杭の打ち込みが出来ます。
②岩盤などの硬質土層をはじめ、あらゆる地盤に打ち込む事が
出来ます。

拡大図
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鋼矢板打ち込み図

ウォータージェットカッターから出
る高圧の水で土砂をほぐし鋼矢
板を打ち込みやすくします。

鋼矢板の打ち込み完了！

※１

※１ 鋼矢板打
ち込み完
成後は、
橋脚施工
のため、
掘削が始
まります。

ウォーター
ジェットカッ
ターです。
かなりの水
圧です。

掘削終了後は、橋脚の土台を造って
埋め戻してから、鋼矢板を引き抜くと
鋼矢板の役目は終了です。



高速道路の工事を担当するのは今回で３回目ですが、本工事のような高さ２７ｍの橋脚や
長さ２１．５ｍの鋼矢板の打ち込み施工をするのは初めての経験で、毎日仕事にやりがいを
感じています。
これからも引き続きご理解とご協力をよろしくお願いします。

▲監理技術者

田中さん

▲現場担当
鈴木さん

昨年の夏から初めて土木工事の仕事をさせてもらっています。
現場の仕事を始めた頃は体力的にきつかったですが、先輩方にフォローしていただき、なん

とか毎日頑張っています。
工事に携わって気付いたことですが、道路を造るのに多くの人が関わって一つの物が出来

ることは本当にすごい事なんだと感じます。工事による不便などあるかとは思いますがご理
解の程よろしくお願いします。

本工事は、野尻川の南に橋台１基（Ａ１）橋脚３基（Ｐ１～Ｐ３）を施工します。今現在はＡ１
橋台、Ｐ２橋脚は完成し、Ｐ１、Ｐ３橋脚の建設中です。
工事施工にあたり地域住民の方々にご迷惑をおかけしていますが、他工区との調整を取り

ながら安全作業で工事を進めていきたいと思います。
また、冬期間工事になるため健康管理には充分注意して、作業所一丸となり工事完成まで

事故の無いように努めていきますので、今後ともご理解とご協力をお願い致します。

雪の尾花沢～工事現場編

Ｖ Ｏ Ｉ Ｃ Ｅ 現 場 の 声

雪の町尾花沢では冬に沢山雪が降るのは当然ですが、今年は例年
にない大雪です。1月２４日現在で尾花沢積雪深が１９８ｃｍとなりました。
工事現場での除雪作業は、始業時間の８時に間に合うように朝６時か

ら始まります。現場では、除雪ドーザーやバックホウを使用し除雪を行
いますが、現場の限られたスペースだけでは雪を置ききれないため、現
場内の空いている場所へ運搬排雪します。
まだまだ寒い日は続きそうなので、雪の事故など無いように十分に注

意し作業を進めていきます。

2011/１/27

ダンプに雪を
積み込み中

現場で働く一番若い方から一言

工事用道路の
除雪中

▲現場代理人
伊藤さん

この覆いの中で
作業をしています。

国土交通省 東北地方整備局 山形河川国道事務所 尾花沢監督官室
〒999-4221山形県尾花沢市尾花沢字田町143-1番地（尾花沢国道維持出張所内）

ＴＥＬ：0237（23）2521 ＦＡＸ：0237（23）2523

ご意見
ご感想を
お寄せ下さい

尾花沢国道維持出張所ホームページhttp://www.thr.mlit.go.jp/yamagata/syucho/obaiji/index.html
「尾花沢国道維持出張所」で検索してもＯＫ。


